
　

７
月
１１
・
１２
日
の
両
日
、
香
川

県
高
松
市
に
お
い
て
、
第
60
回
四

国
地
区
人
権
教
育
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
四
分
科
会
で

私
た
ち
河
北
会
館
識
字
教
室
の
実

践
発
表
を
行
う
機
会
に
恵
ま
れ
、

四
国
の
皆
さ
ん
に
私
た
ち
の
思
い

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

分
科
会
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
温
か
い
拍
手
と
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
た
次

第
で
す
。

　

何
よ
り
教
育
長
を
は
じ
め
、
行

政
職
員
、
幼
・
小
・
中
学
校
教
職

員
、
自
治
会
、
運
動
団
体
等
多
く

の
皆
さ
ん
が
会
場
に
来
て
、
チ
ー

ム
西
条
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
敷
い
て
い
た
だ
き
、
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
問
題
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
課
題
の
解
決
は
、
西

条
市
に
お
い
て
は
必
ず
で
き
る
で

あ
ろ
う
と
確
信
し
、
ま
た
「
人
権

文
化
の
花
が
咲
く
ま
ち
西
条
市
」

の
実
現
の
光
が
見
え
た
大
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

河
北
会
館
の
識
字
教
室
は
知
的

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
勉
強
す
る

場
で
す
。
個
人
の
能
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
が
目
的

で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
施
設
の
入

所
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
西
条

市
民
を
構
成
す
る
一
人
と
し
て
の

応
援
と
啓
発
も
大
事
な
目
的
で
す
。

　

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
住
み
よ
い
ま
ち
西
条
市
」
を
め

ざ
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
に
少

し
で
も
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
、

支
援
者
の
皆
さ
ん
の
思
い
で
す
。

そ
し
て
、
識
字
学
級
の
仲
間
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
の
中
で
、
心

の
触
れ
合
い
が
何
よ
り
も
励
み
で

あ
り
、
そ
の
触
れ
合
い
こ
そ
が
相

手
を
思
い
や
り
、
理
解
す
る
と
い

う
人
権
の
原
点
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
ど
も
の
識
字
教
室

に
お
い
て
、
今
、
重
要
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
支
援
者
の
皆
さ
ん
の

高
齢
化
が
進
み
、
お
手
伝
い
で
き

る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
勉
強
を
教

え
る
人
で
は
な
く
、
共
に
学
び
合

い
、
寄
り
添
え
る
人
を
求
め
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
と
熱
意
を
識

字
教
室
の
仲
間
に
注
い
で
、
共
に

教
室
を
盛
り
立
て
ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
一
度
教
室
を
の
ぞ
い
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
出
会
い

が
あ
り
ま
す
。

【
識
字
教
室
】

■
日
時　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　

１3
時
30
分
～
１4
時
30
分

■
場
所
・
問
合
せ

　
河
北
会
館　

ＴＥＬ
０
８
９
８
―
６
６
―
２
８
９
５
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ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

■
個
人

○
田
中　

暁
（
高
田
）

○
渡
部
菊
秀
（
丹
原
町
高
知
）

○
佐
伯
羊
一
（
小
松
町
大
郷
）

■
各
種
団
体

○
み
ず
ほ
倶
楽
部

○FUNKY  FUNKY  

西
条

○
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
染
色
教
室

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
う
し
ろ
の
し
ょ
う
め
ん
だ
〜
れ

○
歌
謡
同
好
会　

北
斗
星

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同　

敬
称
略
）

スローガン　「光ります　ルールとマナー　反射材」
重点　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
　　　　交通事故防止
　　　○すべての座席のシートベルトとチャイルド
　　　　シートの正しい着用の徹底
　　　○飲酒運転の根絶

９月21日㈯～30日㈪
秋の全国交通安全運動

９月 30 日は「交通事故死ゼロを目指す日」

問合せ　愛媛県自然保護課　℡089－912－2365

　愛媛県は、石鎚国定公園の自然環境の保全と適正な
利用を図るため「石鎚山クリーンアップキャンペーン」
を実施しています。
【主な内容】
○自然公園指導員、自然保護指導員の協力による重点
　パトロール
○各団体による自主企画イベント
○第３回石鎚山ヒルクライム（９月29日実施）
○自然公園マナー啓発ポスター原画の募集（９月30日締切）

石鎚山クリーンアップキャンペーン
～11月30日㈯まで

振り込め詐欺に注意しましょう！
　～振り込めは　あわてず
　　　　　　急がず　まず相談～

○市庁舎本館危機管理課　0897－52－1284
○西条警察署　　　　　　0897－56－0110
○西条西警察署　　　　　0897－64－0110

○市庁舎本館危機管理課　0897－52－1284
○西条警察署　　　　　　0897－56－0110
○西条西警察署　　　　　0898－64－0110

　市職員を名乗る者から、医療費または保険料の還
付金があるといって現金自動預け払い機（ＡＴＭ）
を操作させ、お金を振り込ませようとする電話が皆
さんのお宅にかかっています。
　不審な電話を受けた場合は、
電話の指示に従う前に、
市役所または警察に
ご相談ください。

　市職員を名乗る者から、医療費または保険料の還
付金があるといって現金自動預け払い機（ＡＴＭ）
を操作させ、お金を振り込ませようとする電話が皆
さんのお宅にかかっています。
　不審な電話を受けた場合は、
電話の指示に従う前に、
市役所または警察に
ご相談ください。
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